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埼玉版ＳＤＧｓの推進について
県民や企業、NPO、大学、金融機関、各種団体など多様なステークホルダーとの協働を通じ、

ワンチーム埼玉でSDGsを推進しています。

会員数：889者
(R4.2月末)

登録者６３６者
（R4.3月末予定）

※DL数3,109（R4.2月末）



2

令和３年度「ＳＤＧｓ未来都市」に選定

◼ 自治体におけるＳＤＧｓ達成に向けた取組を推進する
ために、平成３０年度に創設された国が選定する制度。

◼ 経済・社会・環境の三側面における持続可能な開発目標
を実現するポテンシャルが高い都市地域が選定。

◼ 埼玉県は令和３年５月２１日に選定。

※累計１２４都市が選定

（都道府県では１４道府県）

ＳＤＧｓ未来都市とは

県が使用する
埼玉版ＳＤＧｓのロゴ

⑤2



3

次期「埼玉県５か年計画（令和４～８年度）」での位置付け

県の最上位計画である「５か年計画」の基本姿勢として

ＳＤＧｓを掲げ、全施策を貫く横断的な視点として反映。

（県議会令和３年１２月定例会で可決）



4

要件① 要件②

■三側面について重点的な取組
及び指標を設定し宣言するこ
と

SDGs達成に向けた企業・団体等
の取組方針を宣言し、
「環境・社会・経済」の
三側面について重点的な取組

及び指標を設定

■SDGs達成に向けた基本的な取
組を行うこと

持続可能な活動のために
基本的に取り組むべき６分野※に
ついて、企業・団体等が取り組む
ことを記載

※①人権・労働、②環境、③公正な事業慣行、
④製品・サービス、⑤社会貢献・地域貢献、
⑥組織体制

「埼玉県ＳＤＧｓパートナー」登録制度

第１～５期で 636者を登録
（R4.3月末予定）.

■登録企業・団体等のメリット

・SDGsに取り組んでいる「あかし」として企業価値が向上

・登録企業・団体等には登録証付与

・パートナー専用のロゴマーク

が使用可能

・県HPなどにより取組事例と

SDGsへの貢献を広く発信

・県制度融資における優遇

⚫ SDGsに自ら取り組むとともに、県と連携してSDGsを普及する企業・団体等を『埼玉県SDGsパートナー』として
登録する制度を令和2年11月に創設

⚫ 登録要件は、県内に事業所を有する企業・団体等で要件①②をクリアすること

・大野知事からの激励動画
を送付
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埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム

■プラットフォーム 令和３年度シンポジウム開催結果■プラットフォームの活動内容

＊SDGsの普及・啓発（シンポジウム開催等）
＊会員間の情報共有
＊個別テーマを検討する分科会の開催
＊SDGs活動の促進に向けた方策の検討 等

■プラットフォーム会員

・県内経済団体 ・県内大学
・県内金融機関 ・メディア
・県内関係企業 ・団体等
・県内自治体 ・国関係機関 等

889者
(R4.2月末現在)

⚫ 令和2年9月1日、ワンチーム埼玉でSDGsを推進するため、産学官金等で構成する『埼玉県SDGs官民連携プラッ
トフォーム』を設置

⚫ シンポジウム等によるSDGs普及、県が取り組む重点テーマへの協力、『埼玉県SDGsパートナー登録制度』の普
及、SDGsに関する情報発信・情報共有、SDGsに関する企業・団体間連携の推進等を実施

⚫ 埼玉版SDGsを推進するという目的に賛同し事業に協力する企業・団体等が随時入会可能

随時入会可能

第２回 日 時

会 場 オンライン開催（93ｱｸｾｽ）

令和3年5月28日（金）15:00～16:15

内 容 ・SDGs先進取組企業事例発表
・重点テーマ分科会検討部会テーマについて
・県からのお知らせ

第３回 日 時

会 場 オンライン開催（136ｱｸｾｽ）

令和4年2月3日（木）13:00～15:00

内 容 ・基調講演「ﾎﾟｽﾄｺﾛﾅに企業がSDGsに取り組む意義」
渡辺珠子氏（㈱日本総研創発戦略ｾﾝﾀｰｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ）

・重点テーマ分科会検討部会成果発表について
・県からのお知らせ
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埼玉版ＳＤＧｓ重点テーマ

① 「埼玉の豊かな水と緑を守り育む」分科会（令和３年４月設置）

事業・課題検討について「官民連携プラットフォーム分科会」で実施

部局横断型のワーキングチームで事業検討を実施

⚫ 分科会において検討する事業・課題を募集（県、企業・団体等）

⚫ 応募のあった事業についてマッチングし、官民連携で事業検討

埼玉版ＳＤＧｓ重点テーマ

② 「未来を創る人材への投資」分科会（令和３年４月設置）

令和２年度

令和３年度

重点テーマの事業検討について
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「埼玉の豊かな水とみどりを守り育む」分科会

① プラスチック資源の循環利用促進に関する検討部会

② 水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会

③ 里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

④ カーボンニュートラルの実現に向けた検討部会

分科会に以下の４つの部会を設置。



8

①子供の自ら学ぶ力の育成に関する検討部会

②皆にチャンスがある社会の実現に向けた検討部会

③多様性・多文化理解の促進に関する検討部会

④地域社会の担い手の育成に関する検討部会

「未来を創る人材への投資」分科会

分科会に以下の４つの部会を設置。
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埼玉版ＳＤＧｓ推進アプリ『Ｓ３(ｴｽｷｭｰﾌﾞ)』

令和３年

11月1日
リリース

“ ＳＤＧｓを 学んで 感じて ポイントＧＥＴ ”

動画やテキスト・クイズなどでSDGsを楽しく理解できるアプリ

3,109ダウンロード(令和4年2月末現在)

ポイント付与メニュー

ポイント付与メニューのうち
「動画を見る」
「イベントの参加する」では

県庁内各課所の情報を発信
できます。

是非、ＰＲに御活用ください。

（※問合せは計画調整課まで）
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埼玉版ＥＳＧ金融①

「むさしのサスティナビリティ・リンク・ローン」

ＳＤＧｓに取り組む企業を金融面からも官民連携で支援

（令和３年９月３０日取扱開始）

ESG目標設定特約付融資「Ｔｒｙ Now」
（令和３年１０月1日取扱開始）

挑戦目標(SPTs)の設定にＳＤＧｓの達成に資する県の制度
目標等を積極的に活用し、目標達成と金利の引下げ等の融資
条件を連動

「埼玉県ＳＤＧｓパートナー」登録制度及び登録維持を
ＥＳＧ目標の一つとしており、目標達成により金利を優遇
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埼玉版ＥＳＧ金融②
ＳＤＧｓに取り組む企業を金融面からも官民連携で支援

彩の国４信用金庫合同企画

「チャレンジＳＤＧｓ」
（令和４年３月1日取扱開始）

県内４信用金庫が「埼玉県SDGsパートナー」制度に登録
をした方、登録申請をした方を対象に金利を優遇

SDGsパートナー企業応援宣言 SDGsサポートローン【GOALs】

埼玉版SDGs推進融資【パートナー】
SDGs応援ローン



「埼玉の水とみどりを守り育む」分科会

部会名 メンバー 実施内容及び検討内容 今後の展開

水辺空間及び都市公園等の
持続可能な利活用に関する検討部会

３４

◼ 大宮公園でのかいぼりを実施予定（大宮アルディージャ、氷川
神社、明治安田生命等との協力体制を確立）

◼ 明治安田生命がセイラビリティ越谷（ヨットの体験活動を行う
NPO）に車いす利用者のためのヨット乗降用リフトを寄贈

◼ ハンノウ大学とマルキユーが連携し、「筏づくりとはじめての
川釣り体験」をテーマにしたリバービーチキャンパスを開催

➢ 今年度検討したプロジェク
ト箇所の事業化

➢ 新たなフィールドを創出
➢ 大宮公園プロジェクト推進

プラスチック資源の
循環利用促進に関する検討部会

１０９

◼ 市町村のプラごみ分別・回収方法の検証実施
（７～８月：桶川市、１１～１２月：上尾市、伊奈町）

◼ 浦和パルコ（小売）、キムラセンイ（リサイクル）、川上産業（製造
業）、県（行政）が連携し衣類の回収キャンペーン実施

◼ ホームセンター（ケーヨーD2）でプラごみ回収の実証実施

➢ マテリアルリサイクルに適し
た品目の調査・検討

➢ 回収地域や店舗を拡大
➢ アライアンスによる商品化
➢ 機運醸成と需要喚起

里山や平地林などの
自然環境の保全に関する検討部会 １８

◼ 里山を管理し、発生した間伐材などを木質バイオマスボイラー
の熱源としたり、酒の原料用の香木などを植樹（ノヴァ）

◼ 山主と山を利用したい人のマッチング事業展開（Akinai）
◼ ハンノウ大学とノヴァが連携し、森林ワーキングホリデーのト
ライアルプログラムを実施予定

➢ 地域ニーズを踏まえたアイ
デアを実証

➢ フィールド調査や意見交換
を行う機会の創出

カーボンニュートラルの
実現に向けた検討部会

２３
◼ ポイント制度を活用して県民（需要）と企業（供給）の環境配慮
型による行動変容を促進させる（アイデア）

➢ 県民の環境配慮行動促進
➢ 企業の更なる参画促進
➢ 広報等による機運醸成



「未来を創る人材への投資」分科会

部会名 メンバー 実施内容及び検討内容 今後の展開

子供の自ら学ぶ力の
育成に関する検討部会 １８

◼ （一社）キャリアチャレンジ総合研究所と連携し、秩父高校にお
ける３カ月の教育プログラムを実施中

◼ 高校生と企業とのマッチング企画の提案（古郡建設㈱）
◼ 官民連携事業等の企画検討（埼玉りそな銀行）

➢ 企業・団体等と高校生が連
携・協働できる場づくり

➢ 高校生が、社会課題に取り
組むプロジェクトの実施

皆にチャンスがある社会の
実現に向けた検討部会

１２
◼ 若者支援のコーディネート
◼ 困窮世帯の子供向け学習支援へのICT導入
◼ 地域版こども応援ネットワークづくり
◼ 地域で丸ごとヤングケアラー支援

➢ 地域のつなぎ役となる「ハ
ブ役」の整備・拡大

多様性・多文化理解の
促進に関する検討部会 １０

◼ （独）国際交流基金と県が連携し、アジアの高校等で日本語教
師のアシスタントとして活動した経験者と県内の外国人支援
活動団体とのオンライン交流会を開催

◼ 埼玉りそな銀行で、県が作成したLGBTQに関するハンドブッ
クの職員への配布やアライのステッカーの窓口掲示を実施

➢ 企業等の海外ネットワーク
の活用

➢ 店舗や営業所を活用した普
及啓発

➢ モデルの発信

地域社会の担い手の
育成に関する検討部会

１５

◼ 社会貢献を「見える化」するための情報発信
◼ SDGsに取り組む企業のインセンティブの検討
◼ 連携を求める企業やNPOなどのマッチングの機会創出

➢ 情報の一元化・集約化の仕
組み

➢ 多様な主体の活力の活用


